
1～3面…　　  平成28年度決算報告…平成28年度の決算の内
　　　　　　　     容をお知らせします。
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に
健 育
まち

「よーい どん！」
　子どもたちが元気いっぱい走り回る港こども園
（夕陽ケ丘22-3）の園庭。幼児教育と保育サービ
スの機能を統合した施設として、平成28年度に
完成し、29年4月に開園しました。今号では、28年
度の決算状況をお知らせします。

やかにに
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用 語 解 説
一般会計　福祉・環境・教育・
防災など、全ての人の暮らしに
欠かせない分野に関わる事業
の収支を表します。
特別会計　競輪事業や国民健
康保険事業、介護保険事業の
ように、保険料や使用料など
の収入で運営していく事業の
収支を表します。それぞれの
事業にかかるお金の流れを一
般会計と区別して分かりやす
くするために設けています。
義務的経費　人件費・扶助費・
公債費の合計です。歳入の増
減にかかわらず、削減が難し
い経費です。この経費が増え
るほど、独自に使えるお金が
少なくなります。

平成28年度

決算報告

「
魅
力
あ
る
ま
ち
」へ
前
進

　

平
成
28
年
度
は
新
た
に
策
定
し
た
総
合
計
画
な
ど
に
基
づ
き
、
人
や
企
業
か
ら「
選
ば
れ
る
ま
ち
」と
し
て
市
の

Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、
決
算
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

　

問　

財
政
課
☎
21
―
8
7
6
5

※金額は表示単位未満で四
捨五入して1万円単位にして
います。このため、合計が
合わないところがあります。

　

850
億
6
9
7
1
万
円
の
歳
入
に

対
し
、
歳
出
は
811
億
2
5
5
1
万

円
で
し
た
。
平
成
29
年
度
に
繰
り

越
し
た
事
業
の
財
源
を
差
し
引

い
た
実
質
収
支
は
、
27
年
度
決

算
よ
り
6
億
6
9
1
8
万
円
増
え

て
、
33
億
5
7
7
8
万
円
の
黒
字

で
し
た
。

歳
入 

0
・
8
㌫
減

　

余
熱
利
用
施
設
の
整
備
に
か
か

る
市
債
の
増
加
な
ど
が
あ
る
も
の

の
、
法
人
市
民
税
や
地
方
消
費
税

交
付
金
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
総

額
で
は
6
億
8
3
9
7
万
円
減
り

ま
し
た
。

歳
出 

1
・
0
㌫
減

　

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
整
備
な

ど
に
よ
る
増
加
が
あ
る
も
の
の
、

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
繰

出
金
や
病
院
事
業
貸
付
金
の
減
少

な
ど
に
よ
り
、
全
体
で
は
8
億
3

3
7
1
万
円
減
り
ま
し
た
。

人
件
費（
0
・
9
㌫
減
）

　

市
職
員
の
給
与
や
手
当
、
退
職

金
な
ど
に
か
か
る
費
用
で
す
。
退

職
手
当
の
増
加
が
あ
っ
た
も
の

の
、
国
勢
調
査
の
終
了
に
伴
う
報

酬
減
な
ど
で
、
前
年
度
よ
り
1
億

4
0
5
0
万
円
減
り
ま
し
た
。

扶
助
費（
8
・
7
㌫
増
）

　

児
童
手
当
の
支
給
や
保
育
所
の

運
営
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
福

祉
、
生
活
保
護
費
の
支
給
な
ど
に

か
か
る
費
用
で
す
。
28
年
度
は
年

金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付

金
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り
18

億
4
6
8
8
万
円
増
え
、
決
算
額

は
231
億
557
万
円
で
し
た
。
歳
出
構

成
比
で
最
も
多
い
28
・
5
㌫
を
占

め
て
い
ま
す
。

公
債
費（
6
・
6
㌫
増
）

　

市
債
の
元
利
償
還
や
一
時
的
な

借
り
入
れ
を
し
た
場
合
の
支
払
利

息
に
か
か
る
費
用
で
す
。
前
年
度

よ
り
3
億
1
5
0
2
万
円
増
え
ま

し
た
。

投
資
的
経
費（
15
・
5
㌫
増
）

　

公
共
施
設
の
整
備
な
ど
に
か
か

る
費
用
で
す
。
公
立
園
幼
保
一
元

化
の
推
進
や
余
熱
利
用
施
設
の
整

備
な
ど
、
全
体
で
は
前
年
度
よ
り

10
億
5
1
0
4
万
円
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。

　

五
つ
の
特
別
会
計
の
歳
入
の
合

計
は
、
717
億
7
1
7
4
万
円
と
な

り
、
前
年
度
よ
り
111
億
218
万
円

（
13
・
4
㌫
）減
り
ま
し
た
。
歳
出

の
合
計
は
、
700
億
7
8
5
5
万
円

で
、
前
年
度
よ
り
111
億
7
8
5
2

万
円（
13
・
8
㌫
）減
り
ま
し
た
。

　

実
質
収
支
は
、
合
計
で
15
億
9

7
2
9
万
円
の
黒
字
で
し
た
。

競
輪
事
業

　

46
日
間
、
競
輪
を
開
催
し
、
14

万
4
1
5
5
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

観
戦
や
災
害
時
の
緊
急
避
難
施
設

と
し
て
の
機
能
向
上
の
た
め
、
メ

イ
ン
ス
タ
ン
ド
を
整
備
し
ま
し

た
。
一
般
会
計
に
1
億
円
繰
り
出

し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
事
業

　

一
般
会
計
か
ら
29
億
4
0
5

市　税

諸収入
前年度繰越金、使用料・手数料など

国庫支出金

一般会計 歳 出（性質別） 811億2,551万円

426億4,332万円（50.1％）

38億4,308万円（4.5％）

77億2,267万円（9.1％）

129億4,468万円（15.2％）

県支出金 54億4,411万円（6.4％）

66億25万円（7.8％）

市債
地方譲与税、各種交付金、地方交付税など

58億7,160万円（6.9％）

ワンポイント解説
自主財源
　税金や使用料・手数料など、市の収
入に基づく財源のことです。自主的な
行政運営を進めるために、必要な財源
です。
　平成28年度の市の自主財源比率は
63.7㌫です。前年度比で0.8ポイント減
りました。

一般会計 歳 入 850億6,971万円

人件費

公債費

普通建設事業費

物件費

補助費等
維持補修費
繰出金、積立金

投資および出資金・貸付金

扶助費

147億1,228万円（18.1％）

98億5,577万円（12.1％）

231億557万円（28.5％）

50億9,271万円（6.3％）

78億4,766万円（9.7％）

70億7,563万円（8.7％）

9億7,808万円（1.2％）

86億4,920万円（10.7％）

38億862万円（4.7％）

義
務
的
経
費

義
務
的
経
費

義
務
的
経
費

自
主
財
源

自
主
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

依
存
財
源

依
存
財
源

投
資
的

投
資
的

経
費
経
費
投
資
的

経
費

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

2
万
円
を
繰
り
入
れ
ま
し
た
。
歳

入
に
占
め
る
保
険
税
収
入
済
額

の
割
合
は
18
・
9
㌫
で
し
た
。
平

成
29
年
3
月
31
日
時
点
の
国
民

健
康
保
険
の
被
保
険
者
は
6
万

5
1
8
4
人
で
、
被
保
険
者
1

人
当
た
り
の
保
険
給
付
費
は
28

万
248
円
で
し
た
。

水
産
物
地
方
卸
売
市
場
事
業

　

一
般
会
計
か
ら
772
万
円
を
繰 温水プールなどがある余熱利用施設

「リフレッシュプラザ平塚」
←

競　　　　　　　輪

国 民 健 康 保 険

水産物地方卸売市場

介　　護　　保　　険

後 期 高 齢 者 医 療

合　　　　　　　計

会計（事業）名 歳　入 歳　出
189億3,058万円
326億2,031万円

1,448万円
171億2,797万円
30億7,841万円
717億7,174万円

183億8,578万円
321億2,031万円

1,385万円
166億6,237万円
28億9,624万円
700億7,855万円

特
別
会
計

一
般
会
計
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平塚の魅力発信
シティプロモーション推進事業　1,764万円
　「選ばれるまち、住み続けたいまち」を目指し、20～30歳代を
重点ターゲットに、写真共有SNS「インスタグラム」やPR動画の
制作などで魅力を発信しました。
オリンピック事前キャンプ誘致推進事業　505万円
　3回のリトアニア展（右写真）な
ど、平塚市で事前キャンプをする
リトアニアのPR活動をしました。
馬入ふれあい公園施設維持管理事
業　2億9,438万円
　馬入サッカー場人工芝グラウン
ドの芝を張り替えて、日本サッ
カー協会公認のグラウンドとして
利用できるようになりました。

健康づくり
健康増進事業　2億4,609万円
　がんの早期発見・早期治療を促進するため、「簡易がんチェッ
クシステム」の導入などをしました。
余熱利用施設整備事業　11億2,241万円
　健康・交流を創出する活動拠点として、余熱利用施設「リフ
レッシュプラザ平塚」（2面）を大神に開設しました。

防犯・防災体制を強化
防犯設備整備事業 5,590万円
　自治会から移管された防犯街路灯のLED化などをしました。
地震・津波防災対策事業　3,539万円
　地震火災の被害軽減のため、道路狭あい地区や住宅密集地

の12地区、約1万2,000世帯に感震ブレーカーの無償配布など
をしました。
消防指令センター整備事業　5億6,527万円
　平塚市・大磯町・二宮町で高機能消防指令システムを共同整
備し、運用体制を整えました。

産業の振興
中小企業経営支援事業　15億4,186万円
　中小企業の経営の安定を図るための創業資金をはじめ、各融
資制度や補助制度を拡充しました。

子育て・教育の充実
小児医療費助成事業　8億1,910万円
　通院の助成対象を小学校6年生までから中学校3年生までに拡
大しました。
子ども・子育て基金積立事業　2億7,605万円
　子育てに係る施策の充実と安定を図るため、「子ども・子育て
基金」を設置しました。
公立園幼保一元化推進事業　5億6,246万円
　港幼稚園と須賀保育園の機能を一元化した「港こども園」
（1面）を整備しました。
小学校施設管理事業　2億9,088万円
　音楽室や図書室へのエアコンの設
置（右写真）などをしました。

二つの大型事業
　2事業とも、複数年にわたる継続
事業です。平成28年度の決算額は次のとおりです。
市役所の新庁舎建設事業　15億3,649万円
市民病院整備事業　6億6,672万円

市の健全化判断比率と資金不足比率（平成28年度決算）

　市行財政改革計画（2016-2019）を進め、財政健全化に取り組みまし
た。職員給与の適正化や市の収入の確保、未利用土地の売却などを
進めました。

歳出削減額の合計　1億840万円
・職員等給与費の適正化（市長らの給与削減）　8,907万円
・生活保護者の自立支援（就労支援による生活保護費支給の適正化）
　1,604万円
・有料広告の推進（広告掲載による事務経費の削減）　329万円
歳入確保額の合計　6億1,193万円
・市税等収入の確保（市税収納率の向上など）　3億8,436万円
・未利用地等の資産活用（未利用土地の売却）　1億9,127万円
・ネーミングライツ料収入の確保（継続および新規導入）　2,683万円
・有料広告の推進（広報ひらつかへの広告掲載など）　947万円

　問　企画政策課☎21-8760

実質赤字比率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率

比 率 区 分 早期健全化基準

比 率 区 分 経営健全化基準平塚市

平塚市

将来、負担が見込まれる負債の割合

資金の不足額の事業規模に対する割合

年間の借金返済額の割合

全ての会計の歳入に対する赤字の割合

一般会計の歳入に対する赤字の割合 11.27％

16.27％

25.0％

350.0％

なし

なし

2.2％

16.7％

資金不足比率 20％なし

　

自
治
体
の
財
政
破
綻
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
の
指
標
と
し
て

「
健
全
化
判
断
比
率
」が
あ
り
ま

す
。
四
つ
の
指
標
で
早
期
健
全
化

な
ど
の
必
要
性
を
判
断
す
る
も
の

で
す
。

　

市
で
は
、
比
率
の
算
定
が
始

ま
っ
た
平
成
19
年
度
か
ら
10
期
連

続
で
い
ず
れ
の
指
標
に
つ
い
て
も

早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
公
営
企
業
の
健
全

度
を
示
す「
資
金
不
足
比
率
」も
資

金
不
足
が
な
い
た
め
、
比
率
が
算

定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

指
標
か
ら
は
市
の
財
政
が
す
ぐ

に
破
綻
す
る
心
配
は
な
い
と
読
み

取
れ
ま
す
。
し
か
し
、
税
収
が
減

る
中
で
社
会
保
障
関
係
費
の
増
加

な
ど
課
題
は
多
く
、
よ
り
一
層
健

全
な
財
政
運
営
が
必
要
で
す
。

　

病
院
会
計
事
業
の
総
収
益
は
118

億
6
6
4
2
万
円
、
総
費
用
は
126

億
2
3
6
2
万
円
で
し
た
。
総
費

用
は
ス
タ
ッ
フ
確
保
や
減
価
償
却
費

増
な
ど
に
よ
り
増
加
し
ま
し
た
。

　

病
院
の
利
用
者
は
、
入
院
患
者

数
が
延
べ
12
万
8
9
8
3
人
、
外

来
患
者
数
が
延
べ
22
万
4
6
0
1

人
と
な
り
、
と
も
に
前
年
度
よ
り

も
減
少
し
ま
し
た
。
平
成
28
年
5

月
に
は
新
館
で
外
来
診
療
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は

11
億
9
0
5
1
万
円
、
企
業
債
現

在
高
は
116
億
7
1
0
4
万
円
で
す
。

　

下
水
道
事
業
は
、
平
成
28
年
度

か
ら
公
営
企
業
会
計
に
移
行
し
ま

し
た
。

　

公
共
下
水
道
事
業
の
総
収
益
は

81
億
1
1
0
6
万
円
、
総
費
用
は

72
億
5
2
5
2
万
円
で
し
た
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
の
総
収
益

は
2
億
1
0
8
7
万
円
、
総
費
用

は
2
億
1
3
1
5
万
円
で
し
た
。

　

浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

岡
崎
地
区
な
ど
の
総
合
浸
水
対
策

事
業
を
推
進
す
る
な
ど
、
公
共
下

水
道
の
整
備
を
進
め
ま
し
た
。
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
39
億

2
9
3
7
万
円
、
企
業
債
現
在
高

は
444
億
8
1
5
5
万
円
で
す
。

市
債
現
在
高（
2
・
5
㌫
増
）

　

市
債
は
市
の
借
金
で
す
。
学
校

や
道
路
な
ど
整
備
に
多
額
の
費
用

が
か
か
り
、
将
来
に
わ
た
り
長
期

間
利
用
す
る
施
設
を
整
備
す
る
場

合
に
、
国
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
、

財
源
を
確
保
し
ま
す
。
借
り
入
れ

た
資
金
は
、
長
い
年
月
を
か
け
て

返
済
す
る
た
め
、
年
度
間
の
財
政

負
担
を
一
定
程
度
に
平
準
化
で

き
、
世
代
間
に
お
け
る
費
用
負
担

の
公
平
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

一
般
会
計
で
は
、
前
年
度
よ
り

13
億
8
1
5
0
万
円
多
い
、
58
億

7
1
6
0
万
円
を
借
り
入
れ
ま
し

た
。
一
般
会
計
の
市
債
現
在
高
は

547
億
3
9
5
3
万
円
で
、
前
年
度

よ
り
12
億
1
9
8
1
万
円
増
え
ま

し
た
。
全
会
計
を
合
わ
せ
た
市
全

体
の
市
債
現
在
高
は
1
1
0
8
億

9
2
1
2
万
円
で
し
た
。

財
政
調
整
基
金（
4
・
5
㌫
増
）

　

基
金
は
市
の
貯
金
で
す
。
年
度

間
の
財
源
の
不
均
衡
を
調
整
す
る

た
め
の
基
金
で
す
。

　

前
年
度
よ
り
3
億
1
6
8
5
万

円
増
え
、
基
金
の
現
在
高
は
73
億

1
0
7
2
万
円
で
す
。
庁
舎
建
設

基
金
な
ど
市
全
体
の
基
金
の
現
在

高
は
169
億
9
3
2
6
万
円
で
す
。

り
入
れ
ま
し
た
。

介
護
保
険
事
業

　

一
般
会
計
か
ら
24
億
5
6
7
1

万
円
を
繰
り
入
れ
ま
し
た
。
介
護

保
険
の
第
1
号
被
保
険
者（
65
歳

以
上
の
方
）は
6
万
8
7
4
7
人

で
、
受
給
者
は
8
5
8
8
人
で
し

た
。
第
1
号
被
保
険
者
か
ら
の
保

険
料
は
38
億
9
3
5
5
万
円
で
、

市
の
魅
力
ア
ッ
プ
と
子
育
て
支
援
の
充
実

将
来
を
見
据
え
た
財
政
運
営

←

←

主
な
事
業

と
決
算
額

市
債
と
財
政
調
整

基
金
と
も
に
増
加

下
水
道

市
民
病
院

約7億2,000万円の効果額

● ●  ●  主な取り組みと効果額  ●  ●  ●

歳
入
に
占
め
る
保
険
料
の
割
合
は

22
・
7
㌫
で
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　

一
般
会
計
か
ら
4
億
7
1
6
4

万
円
を
繰
り
入
れ
ま
し
た
。
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者

は
3
万
1
1
4
0
人
で
、
歳
入
に

占
め
る
保
険
料
の
割
合
は
79
㌫

で
し
た
。

←
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平塚市役所のウェブ　 平塚市 検索 　　募＝応募方法　問＝問い合わせ

募　
　

集

応
募
方
法
は

下
段　
　
　

■募＝応募方法
　（応募が必要です）
　問＝問い合わせ
■必要事項とある場合、
　郵便番号・住所・氏名
　（ふりがな）・電話番号
　をご記入ください。
■市役所への郵便物は、
　〒254-8686平塚市役所
　○○課で届きます。
■募集開始日の記載がない場合、
　11月20日（月）午前8時30分から、
　受け付けます。
■メールの応募の場合 @以下に
　city.hiratsuka.kanagawa.jp
　を付けてください。

応 募 方 法

郵送･ファクス･
メールイベント名

郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

イベント名
郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

往復はがき

返 信 往 信

記　入　例

住 

所氏 

名

JAビルかながわ
（市民活動センター 消費生活センター）

松原
分庁舎市民センター

（青少年相談室）

豊
原
分
庁
舎

福祉会館
こども発達支援室
くれよん

中央公民館

市役所本館・消防庁舎
教育会館

青少年会館（青少年課）
中央図書館

美
術
館

八幡山
公園

総合公園

勤労会館
ひらつか
サン・ライフ
アリーナ

保健センター（健康課）

別館

市民プラザ

旧横浜ゴム
平塚製造所記念館

博物館

市役所臨時駐車場

JR平塚駅

駅前市民
窓口センター

まちづくり財団

居
心
地
の
良
い「
場
」の
作
り

方
講
座

　

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
や
イ
ベ
ン
ト

に
関
わ
る
メ
ン
バ
ー
を
増
や
す
た

め
の
雰
囲
気
作
り
を
学
び
ま
す
。

　

12
月
23
日（
祝
）、
平
成
30
年

1
月
20
日（
土
）、
午
後
1
時
30

分
〜
4
時
30
分
。
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
。
各
日
30
人（
先
着
順
）。

1
団
体
2
0
0
0
円
。

募　

必
要
事
項
・
団
体
名
を
、
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
で
、
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
☎
21
―
7
5
1
7

22
―

3
7
0
1
へ
。

創
業
応
援
交
流
会

　

会
社
経
営
者
が
講
師
の
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
交
流
会
を

し
て
、
創
業
を
考
え
て
い
る
方
ら

を
支
援
し
ま
す
。

　

12
月
6
日（
水
）午
後
6
時
30

分
〜
8
時
45
分
。
平
塚
信
用
金

庫
本
店（
紅
谷
町
11
―
19
）。
創

業
を
考
え
て
い
る
方
ま
た
は
創

業
5
年
未
満
の
経
営
者
50
人（
先

着
順
）。
交
流
会
に
参
加
の
場
合

は
2
0
0
0
円
。

募　

平
塚
信
用
金
庫
各
店
や
同
金

庫
ウ
ェ
ブ
に
あ
る
申
込
書
を
、

フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
、
平
塚
信

用
金
庫
経
営
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
24
―
3
0
7
1

23
―
3
4
5

7

sb1286100@
hiratsuka-

shinkin.jp

へ
。

美
術
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

滑
石
に
彫
刻
を
し
ま
す
。

　

12
月
16
日（
土
）・
23
日（
祝
）、

全
2
回
、
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

30
分
。
美
術
館
。
中
学
生
以
上
の

方
16
人（
抽
選
）。
1
5
0
0
円
。

募　

イ
ベ
ン
ト
名
・
実
施
日
・
必

要
事
項
・
年
齢
を
、
は
が
き
・
メ
ー

ル
で
、
11
月
30
日（
木
）ま
で
に
、

〒
254
―
0073
西
八
幡
1
―
3
―
3

美
術
館
☎
35
―
2
1
1
1

art-
m
use@

へ
。
メ
ー
ル
の
場
合
は

件
名
を
実
施
日
・
イ
ベ
ン
ト
名
に
。

再
生
家
具
を
提
供
し
ま
す

　

再
生
可
能
な
家
具
を
希
望
者
に

提
供
し
ま
す
。
市
内
在
住
の
方
。

1
人
1
点（
抽
選
）。
修
理
費
用
程

度
を
負
担
。

募　
12
月
1
日（
金
）〜
8
日（
金
）、

午
前
9
時
〜
午
後
4
時（
8
日
は
正

午
ま
で
）に
、
四
之
宮
7
―
3
―
5

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
☎
51
―
5
3

0
1
で
現
物
を
確
認
し
た
後
、
申

込
書
を
直
接
、
同
プ
ラ
ザ
へ
。

人
権
講
演
会

　

性
的
少
数
者
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
す
。

　

12
月
21
日（
木
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分
。
教
育
会
館
。
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
100
人（
先

着
順
）。
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
・

6
カ
月
児
〜
未
就
学
児
の
保
育
も

あ
り
ま
す
。

募　

必
要
事
項
・
手
話
通
訳
と
要

約
筆
記
お
よ
び
保
育
の
有
無
を
、

電
話
・
は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー

ル
で
、
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

☎
21
―
9
8
6
1

21
―
9
7
5

6

danjo@

へ
。
手
話
通
訳
・

要
約
筆
記
・
保
育
が
必
要
な
方
は

12
月
15
日（
金
）ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
市
ウ
ェ
ブ
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す
。

お
正
月
リ
ー
ス
作
り
教
室

　

自
然
の
素
材
を
使
い
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
リ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。

　

12
月
17
日（
日
）午
後
1
時
〜
4

時
。
ひ
ら
つ
か
サ
ン
・
ラ
イ
フ
ア

リ
ー
ナ
。
小
学
生
以
上
の
方
25
人

（
先
着
順
）。
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
。
上
履
き
・
エ
プ
ロ
ン
・
軍

　「衣装は、着る人だけでなく、着る場所や用途に合わせたデザイ
ンが必要です」と衣装デザインの醍

だい

醐
ご

味
み

を語るオートクチュール・
ルナの店主、三留千恵さん。同店は高級洋装店として、お客さんの
オーダーに合わせ、衣装のデザインから縫製までを手掛けます。
　同店のこだわりは、人に直接、布をあてて形をとる「立体裁断」。
きれいなシルエットで仕上がりますが、高い技術を要する作り方で
す。襟の形や丈の長さなど、細部にこだわり、素材もフランスから

取り寄せています。
　三留さんは、昭和54年から毎年、湘南
ひらつか織り姫の衣装をデザインし、寄
贈しています。決して妥協しないデザイ
ンは、織り姫も納得の衣装です。「平塚市
をPRする材料になったことがやりがいの
一つ。織り姫が『きれいだと褒められま
した』と喜んで報告に来てくれること
が、報酬なんです」と笑顔を見せます。「命
ある限りは衣装デザインを続けていきま
すよ」。88歳の三留さんは生涯現役を貫
きます。

　「焼き物の素材でできるものは何でも作りますよ」とほほ笑む工房　
伊集院真理子の代表、伊集院真理子さん。昭和47年から平塚で陶芸を
続け、作った土鍋は一流ホテルや旅館などでも使われています。
　「同じものを作りたくない性格なんです」と話す伊集院さん。ろくろ
を使わず手びねりで丁寧に作る食器は、伸び伸びとした力強い絵付け
が特徴です。「食器は人の手になじむ形や重さがあって、手作りは使い
やすく、食卓を豊かにしてくれます」と話します。
　伊集院さんの食器や土鍋は、実用品だけではなく、鑑賞作品としても
好評で、毎年、全国各地で個展を開催。国内にとどまらず、海外から
もイベントなどに出品依頼があります。「日本の文化が優れているとい
うことを知ってもらいたい」と、
子ども向けの陶芸教室を定期的
に開き、日本文化の伝承にも力
を入れています。
　災害時は被災地に無償で食器
や家具を提供するなど社会貢献
もする伊集院さん。「豊かなもの
として、文化として食器を作り
続けたい」と力を込めます。

　世界各国の料理を紹介し、音楽を楽しみながら、外国籍
市民と交流し、親睦を深めます。
　12月3日（日）午後1時～4時。青少年会館。200人（先着順）。
中学生以上1,000円・小学生500円。
募　直接、
松原分庁
舎1階の文
化・ 交 流
課☎25-25
20へ。参加
費と引き
換えに前
売り券を
お渡しし
ます。 交流の輪が広がります

仮
縫
い
を
す
る
三
留
さ
ん（
写
真
左
）

　伝統的な技や卓越した技術で製造した製品を販売する店舗を市が認
定する「ひらつか匠の店」。既に10店舗が認定されている「ひらつか匠
の店」に、洋装店「オートクチュール・ルナ」と陶芸品を製作・販売す
る「工房　伊集院真理子」が新たに加わりました。

　問　商業観光課☎35-8107

織り姫の衣装を手掛けて38年
オートクチュール・ルナ（宮の前3-33)☎22‒2956

日本の文化「陶芸」を継承
工房　伊集院真理子（出縄625)☎34‒1714

鍋に絵付けをする伊集院さん

た く みた く み

←

広報ひらつか1091号-45面08.indd   4広報ひらつか1091号-45面08.indd   4 2017/11/14   13:532017/11/14   13:53



広報ひらつか　第1091号5
平塚市役所　〒254－8686　平塚市浅間町9－1　☎0463－23－1111　 0463－23－9467

市内駅伝競走大会市内駅伝競走大会
に出場しませんかに出場しませんか

田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
対
富
山

グ
ラ
ウ
ジ
ー
ズ
、
群
馬
ク
レ
イ
ン

サ
ン
ダ
ー
ズ
対
川
崎
ブ
レ
イ
ブ
サ

ン
ダ
ー
ス
。
女
子
は
Ｑク

イ

ー

ン

Ｕ
Ｅ
Ｅ
Ｎ 

Ｂビ

ー
Ｅ
Ｅ
対
山
梨
ク
ィ
ー
ン
ビ
ー
ズ

②
男
子
は
25
日
の
勝
者
。
女
子
は

25
日
の
勝
者
対
富
士
通
レ
ッ
ド

ウ
ェ
ー
ブ
。
開
始
時
間
や
料
金
な

ど
、
詳
し
く
は
大
会
公
式
ウ
ェ
ブ

手
・
枝
切
り
ば
さ
み
・
持
ち
帰

り
用
袋
・
お
持
ち
の
方
は
オ
ー
ナ

メ
ン
ト
。
1
5
0
0
円
。

募　

電
話
ま
た
は
直
接
、
11
月
27

日（
月
）午
前
9
時
か
ら
、
中
堂
246

―
1
馬
入
ふ
れ
あ
い
公
園
管
理
事

務
所
☎
25
―
0
0
1
1
へ
。

湘
南
ひ
ら
つ
か
メ
デ
ィ
フ
ェ
ス

　
「
防
災
と
市
民
メ
デ
ィ
ア
」「
ま

ち
の
記
憶
を
語
り
継
ご
う
」「
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン 

ひ
ら
つ
か

か
ら
の
提
言
」の
三
つ
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
や
各
種
の
分
科
会
か
ら
、

平
塚
の
新
た
な
一
面
を
探
し
ま
す
。

　

12
月
9
日（
土
）・
10
日（
日
）、

午
前
9
時
30
分
開
始
。
美
術
館
。

募　

11
月
30
日（
木
）ま
で
に
、

湘
南
ひ
ら
つ
か
メ
デ
ィ
フ
ェ
ス
実

行
委
員
会
事
務
局
☎
25
―
0
7
0

　平成30年1月7日（日）午前9時に、Shonan
BMWスタジアム平塚をスタートします。雨
天決行。
①地区対抗の部　6区間32.1㌖。登録選手
は11人以内。平成29年10月1日以前から出
場地区に在住の高校生以上（女子区間は中
学生以上）の方で編成したチーム。
②実業団対抗の部　5区間29.9㌖。登録選
手は9人以内。10月1日から引き続き市内同
一事業所で勤務する方で編成したチーム。
募　〒254-0074大原1-1バッティングパレ
ス相石スタジアムひらつか内のスポーツ課
☎31-3060 31-9640 sports@や市ウェブ

などにある申
込書を、12月
1日（金）午後5
時までに、①
は直接、各地
区の体育振興
会へ。②は郵
送・ファクス・
メールまたは       
直接、同課へ。

0

m
edifes2017@

gm
ail.com

ウ
ェ
ブ
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
同
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

年
賀
状
の
作
成
講
座

　

パ
ソ
コ
ン
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
年
賀

状
を
作
り
ま
す
。

　

11
月
29
日（
水
）午
前
9
時
30
分

〜
午
後
3
時
。
生
き
が
い
事
業
団

（
西
八
幡
1
―
3
―
2
―
2
）。
12

人（
先
着
順
）。
2
0
0
0
円
。

募　

電
話
で
、
生
き
が
い
事
業
団

☎
33
―
2
3
3
5
へ
。

相
模
人
形
芝
居
大
会

　

平
塚
市
の
前さ

き

鳥と
り

座
な
ど
全
6
団

体
が
、
人
形
芝
居
の
披
露
や
人
形

芝
居
教
室
を
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
2
月
12
日（
休
）午
後

0
時
30
分
〜
4
時
35
分
。
県
立
青

少
年
セ
ン
タ
ー（
横
浜
市
西
区
紅

葉
ケ
丘
9
―
1
）。
750
人（
抽
選
）。

募　

必
要
事
項
・
参
加
人
数
を
、

往
復
は
が
き（
1
枚
に
つ
き
2
人

ま
で
）で
、
1
月
10
日（
水
）ま
で

に
、
〒
243
―
8511
厚
木
市
中
町
3

―
17
―
17
厚
木
市
教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課
☎
046
―
225
―
2

5
0
9
へ
。

多
重
債
務
の
相
談
会

　

司
法
書
士
ら
に
よ
る
個
別
相
談

会
を
開
き
ま
す
。

　

12
月
12
日（
火
）午
後
1
時
〜

4
時
。
本
館
5
階
の
市
民
情
報
・

相
談
課
。
4
人（
先
着
順
）。
1

人
45
分（
時
間
は
選
択
可
）。

募　

電
話
ま
た
は
直
接
、
市
民
情

報
・
相
談
課
☎
21
―
8
7
6
4
へ
。

ス
ポ
ー
ツ

応
募
方
法
は

４
面　
　
　

全
日
本
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会

　

男
女
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
界
の

日
本
一
を
争
う
天
皇
杯
・
皇
后
杯

の
神
奈
川
大
会
3
次
ラ
ウ
ン
ド
が

平
塚
で
あ
り
ま
す
。
Ｂ
リ
ー
グ
や

Ｗ
Ｊ
Ｂ
Ｌ
な
ど
、
プ
ロ
リ
ー
グ
の

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ア
ス
リ
ー
ト
ら

に
よ
る
試
合
を
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

　

①
11
月
25
日（
土
）②
26
日

（
日
）。
ト
ッ
ケ
イ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

平
塚
総
合
体
育
館
。
①
男
子
は
秋

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
　

総
合
公
園
管
理
事
務
所
☎
35

―
2
2
3
3

親
子
で
ダ
ン
ス
教
室

　

親
子
で
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
し

て
、
健
康
増
進
を
は
か
り
ま
す
。

柔
軟
性
と
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
養
い

ま
せ
ん
か
。

　

12
月
16
日（
土
）午
前
9
時
45
分

〜
10
時
45
分
。
ひ
ら
つ
か
サ
ン
・

ラ
イ
フ
ア
リ
ー
ナ
。
小
学
生
以
下

の
子
ど
も
と
保
護
者
25
組（
抽

選
）。
500
円
。

募　

教
室
名
・
参
加
者
全
員
の
必

要
事
項
・
年
齢
を
、
は
が
き
で
、

12
月
8
日（
金
）ま
で
に
、
〒
254
―

0045
見
附
町
31
―
10
ま
ち
づ
く
り
財

団
ス
ポ
ー
ツ
事
業
課
☎
35
―
0
1

0
2
へ
。
同
財
団
ウ
ェ
ブ
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す
。

ひ
ら
つ
か
サ
ン
・
ラ
イ
フ
ア

リ
ー
ナ
を
無
料
開
放

　

12
月
11
日（
月
）午
前
9
時
〜
午

後
5
時
。
午
前
8
時
30
分
受
付
開

始
。
卓
球
10
台
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

2
面
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
バ
レ
ー

ボ
ー
ル（
当
日
先
着
順
）。
詳
し
く

は
馬
入
ふ
れ
あ
い
公
園
ウ
ェ
ブ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問問
　
　

馬
入
ふ
れ
あ
い
公
園
管
理

事
務
所
☎
25
―
0
0
1
1

中
学
生
陸
上
教
室

　

東
海
大
学
陸
上
競
技
部
の
選

手
か
ら
、
講
義
や
実
技
指
導
を

受
け
ま
せ
ん
か
。
種
目
は
短
距

離
・
長
距
離
・
ハ
ー
ド
ル
・
走

り
高
跳
び
・
走
り
幅
跳
び
・
投

て
き
で
す
。

　

12
月
17
日（
日
）午
前
8
時
〜
午

後
0
時
30
分
。
東
海
大
学
湘
南

キ
ャ
ン
パ
ス（
北
金
目
4
―
1
―

1
）。
市
内
在
住
・
在
学
の
中
学

生
360
人（
先
着
順
）。
飲
み
物
・
着

替
え
・
室
内
用
運
動
靴
。

募　

市
内
の
中
学
校
や
大
原
1
―

1
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
パ
レ
ス
相
石
ス

タ
ジ
ア
ム
ひ
ら
つ
か
内
の
ス
ポ
ー

ツ
課
☎
31
―
3
0
6
0
に
あ
る
申

込
書
を
、
直
接
、
同
課
へ
。

　開放的な原っぱで、ウサギやモルモット、ヤギなどと触
れ合えます。
　11月26日、12月17日、平成30年1月21日、2月18日の日曜日、
午前10時～午後3時。総合公園平塚のはらっぱ。雨天中止。1月
21日はポニー
乗馬や野外ス
テージイベン
ト、子ども向
け遊具の設置
などもします。
問　　　　   　まちづく
り財団スポー
ツ事業課
☎35-3290 エサやりもできます

　12月9日（土）～平成30年2月25日（日）、午前9時
30分～午後5時（入場は4時30分まで）。
　休館日は月曜日（ただし、1月8日（祝）、2月12日
（休）は開館、1月9日（火）は休館）。
　年末年始は平成29年12月29日（金）～平成30年
1月3日（水）が休館日です。
　200円、高校生・大学生100円、中学生以下無料。

　問問　美術館☎35-2111

　

市
美
術
館
で
は
、
特
集
展「
所
蔵

作
品
に
よ
る　

な
ん
だ
ろ
う
展 + 

新
収
蔵
品
展
」を
開
き
ま
す
。

　

展
示
す
る
約
30
点
の
作
品
に
は
、

題
名
や
作
者
名
、
解
説
文
が
つ
い
て

い
ま
せ
ん
。
幻
想
的
だ
っ
た
り
、
ど

こ
か
思
わ
せ
ぶ
り
だ
っ
た
り
と
、
楽

し
く
も
不
思
議
な
気
持
ち
に
な
る
も

の
ば
か
り
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品

を
見
て
、
感
じ
、
何
が
描
か
れ
て
い

る
の
か
、
想
像
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

同
時
開
催　

福
田
美み

蘭ら
ん「
見
返
り
美

人
鏡
面
群
像
図
」を
は
じ
め
昨
年
度
、

新
た
に
収
蔵
し
た
作
品
約
40
点
を
展

示
し
ま
す
。

（
右
上
）湯
原
和
夫「
作
品No.2-05

」平
成
15
年（
右
下
）郭カ

ク

徳ト
ク

俊シ
ユ
ン「
フ
ォ
ー
ド

と
郭（
Ｂ
）」昭
和
49
年（
左
）石
田
徹
也「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
母
子

像
」平
成
8
年

新春のまちを駆け抜けます

←
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